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被爆 70周年原水禁世界大会
・福島大会

日　時　８月１日（土）13：30 ～ 15：00
場　所　いわき市・平中央公園
内　容　集会・デモ行進

　

県
本
部
町
村
評
議
会
は
、

７
月
11
日
、
自
治
労
会
館
で

町
村
職
交
流
会
を
開
き
４
単

組
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
永
山
議
長

が
あ
い
さ
つ
し
、「
一
年
交

代
や
役
員
の
担
い
手
不
足
な

ど
の
現
状
か
ら
当
局
と
の
交

渉
も
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
組
合
が
一
度
、
組
合

員
の
賃
金
・
権
利
に
つ
い
て

下
支
え
の
文
書
協
定
を
結
べ

ば
、
そ
の
後
の
当
局
の
恣
意

的
な
攻
撃
も
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
組
合
の
存
在
意
義

が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

世
の
中
を
動
か
し
て
い
る
の

は
労
働
者
で
あ
る
。
職
場
環

境
の
改
善
や
賃
金
改
善
に
向

け
、
町
村
評
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
町
村
職
賃

金
の
改
善
と
人
事
評
価
制

度
」
を
テ
ー
マ
に
県
本
部
古

渡
書
記
長
が
講
演
。
古
渡
書

記
長
は
、
公
務
員
給
与
の

仕
組
み
や
２
０
０
６
年
４

月
以
降
の
給
与
構
造
改
革

な
ど
を
説
明
。
ま
た
、
地

公
法
改
正
と
人
事
評
価
制

度
の
導
入
に
対
し
て
、「
４

原
則
２
要
件
の
自
治
労
方

針
を
反
映
し
た
人
事
評
価

の
確
保
、
等
級
別
基
準
職
務

表
の
公
表
に
よ
る
給
与
水
準

引
き
下
げ
阻
止
、
人
事
評
価

制
度
に
基
づ
く
昇
給
・
昇
格

の
明
確
化
と
昇
格
標
準
モ
デ

ル
に
基
づ
く
給
与
水
準
の
確

保
な
ど
の
取
り
組
み
課
題
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

二
つ
に
分
か
れ
た
「
分
科

会
」
で
は
、
組
合
員
の
賃

金
・
権
利
を
記
載
す
る
「
組

合
員
ノ
ー
ト
」
の
作
成
や
各

単
組
の
賃
金
制
度
と
改
善
課

題
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

◇公務員連絡会人勧期中央行動
　日　時　７月 28 日（火）13：30 ～
　場　所　日比谷野外大音楽堂
　内　容　デモ行進・支援行動

◇戦争法案廃棄！強行採決反対！大集会
　日　時　７月 28 日（火）18:30 ～
　場　所　日比谷野外大音楽堂　
　内　容　集会・デモ行進 清

水
議
長（　

）を
選
出

県職
連合

　

県
内
地
方
公
務
員
の
組

合
で
つ
く
る
茨
城
県
地
方

公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会
議

（
地
公
労
）
は
７
月
３
日
、

水
戸
市
・
京
成
ホ
テ
ル
で

２
０
１
５
年
度
定
期
総
会
と

学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
対
県
人
事
委

員
会
に
対
す
る
取
り
組
み
や

２
０
１
４
賃
金
確
定
闘
争
で

の
積
み
残
し
課
題
で
あ
る
号

泣
増
設
、
初
任
給
２
号
の
改

善
、地
域
手
当
の
６
％
達
成
、

人
事
評
価
制
度
へ
の
対
応
な

ど
の
取
り
組
み
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、役
員
選
出
で
は
、

県
職
連
合
の
清
水
新
議
長
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
参
加
者
は
、
自
治

労
中
央
本
部
森
書
記
次
長
を

講
師
に
「
２
０
１
５
人
事
院

勧
告
の
課
題
と
地
方
公
務
員

労
働
者
の
賃
金
確
定
闘
争
に

向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

　

森
書
記
次
長
は
、
連
合
の

２
０
１
５
春
闘
中
間
集
計
結

果
か
ら
、
昨
年
以
上
の
賃
金

引
き
上
げ
で
推
移
し
て
お

り
、
今
年
の
人
勧
は
、
民
間

の
賃
上
げ
状
況
を
踏
ま
え
た

月
例
給
、
一
時
金
の
引
上
げ

勧
告
の
実
現
、
超
過
勤
務
の

着
実
な
縮
減
等
が
重
要
課
題

で
あ
り
、
引
き
上
げ
と
な
れ

ば
、
配
分
が
焦
点
に
な
る
だ

ろ
う
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、改
正
地
公
法
に
つ
い
て
、

人
事
評
価
制
度
や
級
別
標
準

職
務
表
を
ど
の
よ
う
に
作
る

か
、
自
治
労
の
対
応
方
針
に

沿
っ
た
組
合
の
関
与
が
重
要

で
あ
り
、
最
低
賃
金
ラ
イ
ン

の
設
定
や
時
間
外
支
給
・
過

密
労
働
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
組

合
活
動
が
必
要
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

町村職交流会 であいさつする永山議長（大子町職）

地公労学習会で講演する森中央本部
書記次長

７月 28 日は休んで
行動に参加しよう!

えさき
たかし

プロフィール
1956 年福岡県柳川市（旧三橋町）出身。79 年法政大学社会学部卒業後、旧三
橋町役場入職（現柳川市）。04 年自治労福岡県本部書記長、07 年自治労中央本
部労働局長。10 年第 22 回参議院議員選挙で初当選。現在、地方・消費者問題
特別委員会筆頭理事、総務委員、決算委員、デフレ脱却調査会委員、立憲フォー
ラム事務局長、公営競技政策議員懇談会事務局長、消防政策議員懇談会事務局長。

自治労は第 148 回中央委員会で「えさきたかし」を第 24
回参議院議員選挙の組織内候補として決定しています。

つ
な
が
ろ
う
。

と
も
に
声
を
上
げ
、

明
る
い
未
来
を

咲
か
せ
よ
う
。

参
議
院
議
員 さき咲き

えさき

制
度
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
」

と
強
調
し
ま
し
た
。　

さ
ら

に
、
賃
金
改
善
の
取
り
組
み

と
し
て
、
２
０
０
６
年
以
前

の
給
与
水
準
へ
の
回
復
を
め

ざ
し
、
県
職
員
に
準
じ
た
地

域
手
当
の
実
現
と
生
涯
賃
金

県
本
部
町
村
職
交
流
会
を
開
く
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答
弁
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
綻

び
だ
ら
け
、
日
増
し
に
「
反

対
」
の
国
民
の
声
が
強
く

な
っ
て
い
る
戦
争
法
案
で
す

が
、
政
府
・
与
党
は
７
月
16

日
前
後
の
衆
議
院
で
の
強
行

採
決
に
向
け
た
動
き
を
強
め

て
い
ま
す
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０

０
人
委
員
会
が
参
加
す
る

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊

す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」
は
戦
争
法
案
の
強

行
採
決
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
連
日
、
国
会
前
座
り
込

み
行
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
３
万
人
が
国

会
を
包
囲
し
た
の
を
は
じ

め
、
７
月
10
日
に
は
、
学
生

中
心
の
組
織
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

ｓ
」
が
１
万
５
千
人
以
上
を

集
め
、
戦
争
法
案
反
対
の
運

動
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

前
日
の
７
月
９
日
も
大
雨

の
中
、
国
会
前
座
り
込
み
行

動
が
実
施
さ
れ
、「
強
行
採

決
反
対
」
の
声
を
あ
げ
ま
し

た
。

「
戦
争
法
案
」強
行
採
決
許
す
な

国
会
前
で
連
日
座
り
込
み

7.9 国会前座り込み行動

❷許
す
な
！
戦
争
法
案

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」、

な
に
が
問
題
？

　

今
回
、「
純
然
た
る
有
事

で
も
平
時
で
も
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
」（
防
衛
省
）
に
、

こ
れ
ま
で
自
衛
隊
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
行
わ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
離
島
で
の

侵
害
行
為
に
最
初
か
ら
自
衛

隊
を
出
そ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
を
自
衛
隊
の
治
安

出
動
（
自
衛
隊
法
78
条
）
や

海
上
警
備
行
動
（
同
82
条
）

の
手
続
き
の
迅
速
化
（
電
話

に
よ
る
閣
議
）
で
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

殊
部
隊
や
、
海
上
保
安
庁
に

は
護
衛
艦
規
模
の
世
界
最
大

ク
ラ
ス
の
巡
視
船
が
あ
る
の

で
す
か
ら
、
ま
ず
は
警
察
や

海
上
保
安
庁
で
対
応
が
可
能

な
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、
尖

閣
諸
島
に
中
国
人
の
武
装
集

団
が
上
陸
し
た
か
ら
と
言
っ

て
、
い
き
な
り
自
衛
隊
を
出

せ
ば
、
中
国
軍
も
対
抗
し
、

一
気
に
日
中
間
で
武
力
衝
突

に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
時
に
日
本
の
防

衛
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
他
国
軍
隊

な
ど
の
「
武
器
等
」
を
守
る

た
め
に
、「
武
器
使
用
」
が

で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す（
自
衛
隊
95
の
２
）。

　

本
来
、
自
衛
隊
法
95
条

は
、
自
衛
官
が
武
器
等
を
守

る
た
め
に
武
器
使
用
す
る
も

の
で
、
こ
れ
を
他
国
軍
隊
の

「
武
器
等
」（
実
際
に
は
艦
船

な
ど
）
に
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。白（
平

時
）
を
黒
（
有
事
）
に
し
て

し
ま
う
『
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
』

対
応
は
危
険
で
す
。（
清
水

雅
彦
日
本
体
育
大
学
教
授
・

憲
法
学
）

❸
国
際
平
和
支
援
法
案
、

な
に
が
問
題
？

　
「
国
際
平
和
支
援
法
案
」

で
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と

安
全
を
脅
か
し
、
日
本
も
積

極
的
に
寄
与
す
る
必
要
が
あ

る
と
政
府
が
判
断
す
る
事
態

が
「
国
際
平
和
共
同
対
処
事

態
」
と
さ
れ
（
法
案
１
条
）、

日
本
が
外
国
軍
へ
の
武
器
の

輸
送
や
弾
薬
の
提
供
な
ど
の

後
方
支
援
（「
協
力
支
援
活

動
」）
や
「
戦
闘
員
の
捜
索

救
助
活
動
」
な
ど
に
よ
り
、

「
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全

の
確
保
に
資
す
る
」（
法
案

２
条
１
項
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
当
で
し
ょ
う
か
？

　

２
０
０
３
年
、
ア
メ
リ
カ

は
国
際
安
保
理
の
決
議
も
な

い
ま
ま
、
国
際
社
会
の
反

戦
争
を
は
じ
め
ま
し
た
。
第

１
次
安
倍
自
公
政
権
も
「
我

が
国
を
含
む
国
際
社
会
の

平
和
と
安
全
を
確
保
に
資

す
る
」（
イ
ラ
ク
特
措
法
１

条
）
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
後
方
支
援
を
し
ま
し
た
。

た
だ
、
２
０
０
８
年
の
国
連

の
評
価
で
も
、
イ
ラ
ク
戦
争

で
は
15
万
人
も
の
女
性
や
子

ど
も
、
老
人
な
ど
が
殺
害
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ア

メ
リ
カ
軍
へ
の
支
援
が
本
当

に
国
際
平
和
へ
寄
与
し
た
で

し
ょ
う
か
？
「
戦
争
法
案
」

が
成
立
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
を
日
本
が
支
援
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
側
に
は
攻
撃
が
容
易

で
効
果
も
大
き
い
後
方
支
援

部
隊
は
、
実
際
の
戦
争
で
攻

撃
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
自
衛
隊
が
外
国
軍
に
後

方
支
援
を
す
れ
ば
、
自
衛
隊

員
が
攻
撃
さ
れ
る
危
険
性
、

反
撃
し
て
人
を
殺
す
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。（
飯
島
滋

明
名
古
屋
学
院
大
学
准
教

授
・
憲
法
）

❹
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
」
論
、な
に
が
問
題
？

　

今
回
、
２
０
１
４
年
７
月

１
日
の
閣
議
決
定
（
解
釈
改

憲
）
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で

政
府
が
否
定
し
て
き
た
、
日

本
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

が
で
き
る
国
に
す
る
た
め
の

法
案
も
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
存
立
危

機
事
態
」（
我
が
国
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ

れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利

が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白

な
危
険
が
あ
る
事
態
）
に
、

自
衛
隊
が
防
衛
出
動
し
て
武

力
行
使
す
る
と
い
う
も
の
で

す
（
武
力
攻
撃
事
態
法
や
自

衛
隊
法
の
改
正
）。
こ
の「
存

立
危
機
事
態
」
は
誰
か
が
判

断
す
る
主
体
的
概
念
の
た

め
、
従
来
の
自
衛
権
行
使
の

３
要
件
と
は
質
的
に
全
く
異

な
り
ま
す
。
し
か
も
こ
の
事

態
認
定
は
、
秘
密
保
護
法
に

対
を
無

視
し
て

イ
ラ
ク

よ
っ
て
国
会
に
も
国
民
に
も

十
分
な
情
報
提
供
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
、
政
府
に
よ
っ
て

一
方
的
に
認
定
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
自
衛
隊
が
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法

９
条
の
独
自
性
を
失
わ
せ
、

日
本
が
「
戦
争
す
る
国
」
に

な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
自
民
党

自
身
、
２
０
１
２
年
に
「
日

本
国
憲
法
改
正
草
案
」
で
こ

れ
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
て

い
た
通
り
、
本
来
、
明
文
改

憲
（
憲
法
改
正
）
を
し
な
い

限
り
不
可
能
な
は
ず
で
す
。

立
法
改
憲（
戦
争
法
の
制
定
）

は
立
憲
主
義
に
反
す
る
も
の

で
す
。（
清
水　

雅
彦
日
本

体
育
大
学
教
授
・
憲
法
学
）

警
察
に
は

Ｓ
Ａ
Ｔ
の

よ
う
な
特

　

有
識
者
で
つ
く
る
「
日
本
創

成
会
議
」
が
６
月
に
提
言
し
た

も
の
で
、「
東
京
圏
」（
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
の
一
都

三
県
）に
住
む
後
期
高
齢
者
は
、

今
後
ま
す
ま
す
介
護
施
設
に
入

れ
な
く
な
る
の
で
、
地
方
に
移

住
す
べ
き
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
は
、「
東
京
圏
」
内

の
後
期
高
齢
者
は
今
後
10
年
で

１
７
５
万
人
増
加
し
、
介
護
施

設
は
約
13
万
人
分
が
不
足
す
る

と
試
算
。
医
療
・
介
護
に
比
較

的
余
力
の
あ
る
と
い
う
41
地
域

へ
の
移
住
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
提
言
に
は
「
机
上
の

数
字
合
わ
せ
」「
乱
暴
過
ぎ
る
」

「
う
ば
捨
て
山
か
」
な
ど
の
批

判
も
。
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離

れ
る
高
齢
者
の
感
情
を
心
配
す

る
声
や
、
東
京
圏
の
行
政
責
任

を
問
う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

握
ら
な
い
お
に
ぎ
り
の
こ
と

で
す
。
少
年
マ
ン
ガ
『
ク
ッ
キ

ン
グ
パ
パ
』
に
20
年
以
上
前
に

登
場
し
た
も
の
が
、
昨
年
秋
ご

ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

レ
シ
ピ
サ
イ
ト
で
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

正
方
形
に
近
い
「
全
型
」
の

焼
き
の
り
上
に
ご
飯
と
具
を
載

せ
、
四
隅
を
折
っ
て
包
む
だ
け

と
い
う
手
軽
さ
と
、
大
き
め
の

お
か
ず
を
包
め
る
こ
と
が
人
気

の
理
由
で
す
。

　

出
来
上
が
り
を
包
丁
で
半
分

に
切
る
と
中
の
具
が
見
え
る

た
め
、
お
に
ぎ
り
に
は
な
い
華

や
か
さ
が
あ
り
、
行
楽
弁
当
に

も
な
り
ま
す
。
ト
ン
カ
ツ
や
ハ

ン
バ
ー
グ
、
目
玉
焼
き
な
ど
を

具
と
し
て
包
ん
だ
り
、
タ
ー

メ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
や
タ
コ
ラ
イ

ス
、
ビ
ビ
ン
パ
な
ど
を
の
り
で

包
ん
だ
り
と
、
い
ろ
ん
な
工
夫

が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

お
に
ぎ
ら
ず

老
年
移
住


